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既存ビルのグリーンビルディング化支援事業

2014年
株式会社モダンアパートメントにて
三菱地所レジデンス株式会社が展開する「Reビル事業」を担当

2017年 株式会社ビルmo設立（㈱モダンアパートメント 取締役兼務）

2020年 蔵前 ウグイスビル竣工

2021年 株式会社ビルmo 建設業許可取得（般ー２）第153030号
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既存ビルのグリーンビルディング化支援事業

認証取得に必要な設備を導入することで所有不動産を通じたESG投資が叶い
ビルの価値が高まり、入居者満足度の向上につながる相乗効果が生まれる。
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■事業目的
ポストコロナ・ウィズコロナの時代の経済社会の変化に対応するため、
中小企業等の思い切った事業再構築を支援することで、日本経済の
構造転換を促すことを目的とします。

コロナの影響で厳しい状況にある中小企業、中堅企業、個人事業主、
企業組合等を対象とします。
申請後、審査委員が審査の上、予算の範囲内で採択します。

■事業再構築の事例

補助金を利用した新規事業の開発

■予算額、補助額 、補助率
今回の事業は㈱ビルmoがウグイスビルの
LEED＆WHSR認証取得に関する費用を
負担し、今後展開する既存ビルの
グリーンビルディング化支援事業の
モデルケースとして活用することを
目的とする。



蔵前ウグイスビルの
グリーンビルディング化
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2．ウグイスビルでの取組み

物理的対策 日常的対策
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2．ウグイスビルでの取組み

現状 導入後

館内の換気状況について
共用部・専有部共に換気設備なし。
空気が滞留している。
(※トイレのみ換気扇あり)

共用部・専有部共に
第一種換気による定期的な換気が可能となり、新鮮
な空気で満たされる。

外気温の影響について

空調換気設備がないため外気温による影響大。
（特に高温時は熱がこもり、高温状態が⾧く続き、
温度が下がりにくい）

外気を強制的に取り込み、換気扇が共用部の空気を
外へ放出する換気が行われるため、
空気が循環するが、空調設備のない共用部は外気温
と大きく変わらない。

専有部内の変化について ー

入口ドア付近に給気口(外気の取込)と制気口（室内
空気の排気）が設置される。
換気設備が稼働中は、ファン可動音や風切り音が発
生する可能性がある。

共用部の変化について ー

廊下天井に給気用・排気用のダクトが２本ケーブル
ラックの両脇に設置され、各専有部に空気の吸排気
を行う。
ダクトの端部が廊下用の換気口となる。

ファンによる強制給気 ファンによる強制排気
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天井から吊下げる
BOXタイプの制気口

ドア上壁に
設置される給気口

廊下中央に
２本のダクトが設置され、各部屋に

空気を送る

【換気扇の稼働スケジュールについて】

AM9:00～PM8:00のビル営業時間帯の換気設備稼働
換気設備は設置された太陽光パネルにて、日照時発電し3階に設置される蓄電池に蓄電された電源を使用します。

よって、発電量は天候によって左右され、曇り続きや使用電力量のバランスによって蓄電池の残量が少なくなった場合ブレーカーが上がり稼働が停止します。

※発電状況によって変更する可能性があります。
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：制気口 ：給気口 ：直径150mmの
ダクト

扉交換(ｶﾞﾗﾘ付)既存扉にｶﾞﾗﾘ取付
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※外観は変更する可能性があります。

※外観は変更する可能性があります。

：制気口 ：給気口 ：直径150mmの
ダクト

：天井吊り
シロッコファン
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401 402

階段

4階屋根上に1~4階換気扇用の電源に
太陽光パネルを設置。
発電した電気は３階水場に設置される蓄電池に充電される。
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2．ウグイスビルでの取組み
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事業開始から１７ヶ月

2023年

９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

第3回

事業再構築補助金

審査資料提出 採択決定通知 本申請 交付決定 事業完了届

所有者説明 入居者説明会

認証事業実施の打診
事業概要・

工事実施の告知

基本設計 設備工事施工

・工事内容検討
・換気設備
・太陽光発電ｼｽﾃﾑ

審査準備開始 現地監査 LEED申請 再提出

・要件充足確認業務
・本申請

・必要換気量
・室内空気質 など

GBCIより
初回レヴュー

認証取得（予定）

審査準備開始 WHSR申請 再提出

・要件充足確認業務
・本申請

IWBIより
初回レヴュー

認証取得
WHSR

パフォーマンス期間（2021/9/1ー2022/9/30）

2021年 2022年

補助金

ビル管理業務

認証工事

LEED

実施内容の詳細検討

審査書類作成

審査書類作成

エネルギーデータ収集

パフォーマンス期間終了後
60日後までにGBCIへ
審査資料提出

所有者と実施者が異なる場合、
補助金対象設備などの所有権の所在、

ランニングコストの負担範囲などを明確にし
協業することが必要となる。

補助金の交付が決定後、
実施に向けた設備工事の計画、

現入居者への事業内容の説明などを行い、
ビル側・使用者の理解を深めながら

プロジェクトを進める。

パフォーマンス期間
（エネルギーデータの収集期間）から
60日以内の審査開始、初回レ
ビューを受け、審査書類の再
提出の上認証取得となる。

2．ウグイスビルでの取組み



既存ビルのnewノーマル
とは？
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【 Caption 】

出典：日本経済新聞
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC075980X00C22A7000000

出典：NHK
https://www.nhk.or.jp/gendai/articles/4737/
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既存ビルのNewノーマルとは？

認証取得に必要な設備を導入することで所有不動産を通じたESG投資が叶い
ビルの価値が高まり、入居者満足度の向上につながる相乗効果が生まれる。

変化するオフィスのあり方、働き方の提供ができるビルへと適合しながら再生。
「アダプティブ・リユース」を目指す。



本日のご参加ありがとうございました。

既存ビルの持続可能な⾧寿命化、空室対策、新たなコミュニティの形成など

既存ビルの持つ可能性の最大化にご興味がありましたら、

下記までご相談ください。

代表取締役 吉田 賀織
Mail:Yoshida@bldgmo.com
URL:https://bldgmo.net/


